
図１　パラメーター設計法（動特性）の評価の考え方

　
放
電
加
工
は
多
く
の
加
工
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
組
み
合
わ
せ
で
加
工
条
件
が
決
定
さ
れ
、
単
純
な
試
行
錯
誤
の
積

み
重
ね
で
は
、
最
適
化
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
「
品
質
工
学
」
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計
法
を
適
用
し
、
所
定
の
加

工
回
数
で
、
加
工
長
さ
と
加
工
時
間
を
測
定
す
る
こ
と
で
加
工
現
場
で
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
評
価
方
法
を
適

用
し
た
。
従
来
機
種
に
対
し
、
ワ
イ
ヤ
径
０
・

に
対
し
、
最
終
的
に
は
、
板
厚
６

に
対
す
る
加
工
が

可
能
と
な
り
、
最
適
加
工
条
件
を
求
め
た
結
果
、
加
工
時
間
を

％
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
は
極

細
線
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
に
お
い
て
、
加
工
時
間
を
短
縮
す
る
最
適
加
工
条
件
を
効
率
良
く
探
索
す
る
手
法
に
つ
い

て
述
べ
る
。

図２　最適化の効果
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図
２
に
、
結
果
と
し
て
得

ら
れ
た
加
工
条
件
の
板
厚
６

に
対
す
る
、
あ
る
加
工

距
離
に
お
け
る
加
工
時
間
と

加
工
面
粗
さ
を
比
較
し
た
も

の
を
示
す
。
最
も
短
時
間
で

加
工
で
き
た
条
件
で
は
、
当

初
条
件
と
比
較
す
る
と
加
工

時
間
を

％
ま
で
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
ワ

イ
ヤ
消
費
量
も

％
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
加

工
面
粗
さ
は
ど
の
条
件
も
大

き
な
差
が
な
く
、
１
ｓ
ｔ
カ

ッ
ト
と
し
て
は
十
分
問
題
な

い
と
い
え
る
。

　
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
で
製
造

さ
れ
る
金
型
部
品
も
、
微
細

複
雑
・
高
精
度
が
要
求
さ
れ

る
形
状
が
対
象
と
な
る
こ
と

が
増
え
、
そ
の
た
め
に
ワ
イ

ヤ
径
０
・

以
下
の
極

細
線
を
用
い
た
加
工
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら

に
、
極
細
線
を
用
い
た
加
工

は
、
こ
れ
ま
で
２

程
度

以
下
の
薄
板
に
対
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

そ
れ
以
上
の
厚
板
に
も
求
め

ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
し
か
し
、
い
ま
だ
、
そ
の

よ
う
な
厚
板
、
極
細
線
の
加

工
条
件
の
設
定
に
関
し
、
多

く
の
金
型
加
工
メ
ー
カ
ー
で

は
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に
金

型
加
工
メ
ー
カ
ー
は
最
適
加

工
条
件
を
求
め
る
た
め
の
多

く
の
試
行
錯
誤
を
行
う
余
裕

は
な
く
、
加
工
速
度
を
落
と

し
、
ワ
イ
ヤ
が
断
線
し
な
い

安
全
側
の
加
工
条
件
を
よ
う

や
く
見
い
だ
し
加
工
を
行
う

こ
と
が
多
く
、
加
工
効
率
が

き
わ
め
て
悪
い
の
が
現
状
の

よ
う
で
あ
る
。

　
当
研
究
で
は
品
質
工
学
の

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計
法
を
用

い
て
、
ワ
イ
ヤ
径
０
・

で
厚
板
６

の
１
ｓ
ｔ

カ
ッ
ト
に
お
け
る
加
工
速
度

を
高
速
化
す
る
最
適
加
工
条

件
を
比
較
的
多
く
の
時
間
を

費
や
さ
ず
に
見
い
だ
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

　
加
工
実
験
に
用
い
た
ワ
イ

ヤ
放
電
加
工
機
は
１
９
９
８

年
製
で
、
ワ
イ
ヤ
径
０
・

に
対
応
し
た
機
種
で
あ

る
。
最
新
の
機
種
と
は
言
え

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
試
み

は
現
有
の
加
工
機
の
性
能
を

引
き
出
す
ノ
ウ
ハ
ウ
に
も
つ

な
が
る
。
最
適
加
工
条
件
の

探
索
に
は
「
品
質
工
学
」
の

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計
法
を
適

用
し
た

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設

計
法
の
詳
細
は
他
の
本
を
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い

。

　
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計
法
は

正
確
な
表
現
と
は
言
え
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
「
誤
差

因
子
」
と
い
う
あ
え
て
不
利

な
条
件
も
実
験
条
件
に
設
定

し
、
安
定
性
ロ
バ
ス
ト
性

の
指
標
で
あ
る
「
Ｓ
Ｎ
比
」

と
「
感
度
」

加
工
速
度
の

指
標

に
よ
っ
て
、
最
適
条

件
を
探
索
す
る
方
法
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
直
交
表
を
用

い
る
た
め
に
ワ
イ
ヤ
放
電
加

工
の
よ
う
に
、
放
電
電
圧
、

放
電
電
流
、
放
電
時
間
、
放

電
休
止
時
間
、
サ
ー
ボ
電

圧
、
ワ
イ
ヤ
張
力
、
ワ
イ
ヤ

送
り
速
度
、
ワ
イ
ヤ
移
動
速

度
、
加
工
液
噴
流
強
さ
な

ど
、
多
く
の
加
工
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
の
組
み
合
わ
せ
と
な
る

加
工
条
件
の
最
適
化
に
は
き

わ
め
て
有
用
と
考
え
ら
れ

る
。

　
図
１
に
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設

計
法
の
動
特
性
の
評
価
の
考

え
方
を
示
す
。
こ
こ
で
は
誤

差
因
子
に
、
上
側
ノ
ズ
ル
と

ワ
ー
ク
か
ら
の
距
離
を
変
え

０
・
１

と
し
た
密
着
加

工
と
、
５

離
し
た
浮
き

加
工
を
設
定
し
た
。
経
験
的

に
浮
き
加
工
は
密
着
加
工
よ

り
、
加
工
速
度
が
遅
く
な
る

こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
安

定
し
た
加
工
条
件
な
ら
そ
の

差
が
小
さ
く
な
る
と
考
え

た
。

　
用
い
た
加
工
材
は
ダ
イ
ス

鋼
で
、
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
板
厚
４

で
最
適
化
の

探
索
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

ベ
ー
ス
に
、
第
２
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
６

の
板
厚
の
加

工
条
件
の
最
適
化
を
行
っ

た
。
使
用
し
た
ワ
イ
ヤ
は
直

径
０
・

の
タ
ン
グ
ス

テ
ン
製
で
あ
る
。
前
述
の
加

工
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
当
初
の
加
工
条
件
を
基

準
に
、
２
―
３
水
準
に
変
化

さ
せ
た
加
工
条
件
を
、
直
交

表
の
組
み
合
わ
せ
に
従
い
設

定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
実
験
を
行

っ
た
。
加
工
長
さ

品
質
工

学
で
い
う
入
力
ま
た
は
信
号

因
子
と
し
て
考
え
る

を
４

段
階
に
変
え
た
時
の
加
工
時

間

品
質
工
学
で
の
出
力
、

計
測
特
性
と
考
え
る

を
測

定
し
、
評
価
し
た
。

　
こ
れ
は
加
工
現
場
で
の
実

施
の
容
易
さ
と
、
加
工
時
間

の
短
縮
を
目
的
と
す
る
た
め

に
取
り
上
げ
た
。
板
厚
４

の
最
適
化
に
は

加
工
パ

ラ
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
Ｌ

の
直
交
表
を
用
い
、
板
厚
６

の
最
適
化
に
は
８
加
工

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
Ｌ

の
直
交
表
を
用
い
た
。


